
時
評

関
西
の
詩
歌
を
扱
う
書
店

　
今
月
分
よ
り
時
評
を
担
当
す
る
。

　
三
月
二
十
日
、
京
都
に
「
泥
書
房
」
と
い
う
新
し
い
書
店
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
四
条
烏
丸
ま
た
は
三
条
御
池
か
ら
新
町
通
に
少
し
入
っ
て
い
っ
た
京
都

逓
信
病
院
前
の
、
傘
を
開
い
た
ま
ま
で
は
通
れ
な
い
ほ
ど
の
細
い
細
い
路
地

の
奥
に
そ
の
書
店
は
あ
る
。
こ
の
書
店
は
現
代
短
歌
社
（
一
般
社
団
法
人
三

本
木
書
院
）
の
一
室
で
あ
り
、
燕
が
泥
を
運
ん
で
つ
く
る
巣
の
様
に
、
こ
こ

に
来
ら
れ
た
方
々
と
と
も
に
少
し
ず
つ
築
い
て
ゆ
く
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

「
泥
書
房
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
書
店
に
は
現
代
短
歌
社
の
刊
行

物
は
も
ち
ろ
ん
、
他
社
の
歌
集
・
歌
書
や
、
古
書
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
併

設
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
現
代
短
歌
社
に
寄
贈
さ
れ
た
歌
集
・
歌
書
や
各
結

社
誌
な
ど
が
揃
い
、
入
室
料
（
三
百
円
）
を
払
え
ば
自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
先
日
は
私
も
、他
結
社
の
歌
友
の
結
社
誌
掲
載
歌
を
読
ん
だ
り
、

各
結
社
誌
の
特
集
企
画
を
読
み
比
べ
た
り
と
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
な
か
な
か
他
の
場
所
で
は
で
き
な
い
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い

た
。

　
京
都
で
は
大
き
な
書
店
が
次
々
と
閉
鎖
・
規
模
縮
小
し
、
短
歌
な
ど
の
文

芸
書
や
人
文
・
社
会
科
学
を
主
に
扱
う
老
舗
書
店
と
し
て
長
く
親
し
ま
れ
て

い
た
「
三
月
書
房
」
が
昨
年
実
質
的
に
閉
店
（
週
休
七
日
化
）
し
て
と
て
も

寂
し
く
感
じ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
泥
書
房
の
開
店
は
京
都
の
短
歌
好
き
た

ち
の
大
き
な
希
望
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
大
阪
に
は
「
葉
ね
文
庫
」
と
い
う
詩
歌
専
門
書
店
が
あ
る
。
大
阪

メ
ト
ロ
中
崎
町
駅
す
ぐ
の
「
サ
ク
ラ
ビ
ル
」
と
い
う
古
い
雑
居
ビ
ル
の
一
室

に
葉
ね
文
庫
は
あ
る
。
こ
の
書
店
は
短
歌
を
中
心
と
し
た
詩
歌
な
ど
の
新

書
・
古
書
を
扱
う
専
門
書
店
で
あ
り
、
同
人
誌
や
私
家
本
を
含
め
、
豊
富
な

品
揃
え
が
大
き
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
店
を
訪
れ
た
歌
人

や
俳
人
た
ち
の
自
作
の
詩
歌
作
品
を
書
い
た
短
冊
を
展
示
し
て
あ
る
の
が
、

こ
の
店
の
名
物
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
壁
面
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
よ
う
な
小

展
示
や
、
読
書
会
・
落
語
会
な
ど
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
の
開
催
も
あ
り
、
多
様
な

魅
力
を
日
々
提
供
し
て
い
る
。

　
葉
ね
文
庫
の
こ
の
よ
う
な
書
店
と
し
て
の
魅
力
に
、
多
く
の
歌
人
が
集

ま
っ
て
い
る
。
店
の
一
角
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
い
つ
も
何
人
か
の
歌
人
が
短
歌

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
り
、
寛
ぎ
な
が
ら
買
っ
た
本
に
読
み
耽
っ
て
い
た
り

と
賑
わ
っ
て
お
り
、
店
の
内
外
で
歌
人
た
ち
が
交
流
を
深
め
る
一
つ
の
社
交

場
に
も
な
っ
て
い
る
。
私
も
と
き
ど
き
そ
の
座
に
加
わ
り
、
ま
た
こ
の
書
店

を
待
ち
合
せ
場
所
に
し
て
歌
友
と
会
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
ふ
ら
り
と
こ

の
店
を
訪
れ
た
際
に
、
た
ま
た
ま
店
に
い
た
短
歌
仲
間
と
長
い
時
間
店
内
で

語
り
合
っ
た
す
え
、
そ
の
ま
ま
呑
み
に
行
っ
た
こ
と
も
幾
度
か
あ
っ
た
。

　
関
西
に
は
こ
の
よ
う
に
書
店
を
超
え
た
小
さ
な
書
店
が
、
短
歌
を
愛
す
る

人
た
ち
の
強
い
力
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
詩
歌
関
聯
書
籍
を
多
く
扱

う
大
型
書
店
も
大
阪
・
京
都
・
神
戸
な
ど
の
大
都
市
に
そ
れ
ぞ
れ
に
展
開
し

て
は
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
小
さ
な
書
店
の
も
つ
個
性
に
よ
っ
て
短
歌
を

仲
立
ち
と
し
た
大
き
な
輪
が
出
来
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

・
泥
書
房
　
　
原
則
年
中
無
休
　
　
11
時
～
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時

・
葉
ね
文
庫
　
火
・
木
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時
～
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～
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土
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時
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半
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